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第４７回大会

◆男子の部

全国高等学校ゴルフ選手権大会
文部科学大臣杯争奪　第47回個人の部

最終成績

日　時・平成15年8月8日・9日
コース・男子＝那須野ヶ原カントリークラブ（6990ヤード、パー72）

・女子＝25メンバーズクラブ琵琶池コース（6321ヤード、パー72）

ï津曲　泰弦
（福　岡　柳　　川②） 142（72・70）
ñ塩部　健太
（広　島　瀬 戸 内②） 143（69・74）
ó森　　正尚
（福　岡　沖 学 園②） 145（74・71）
ó伊藤　勇気
（茨　城　鹿島学園①） 145（68・77）
ô和田健太郎
（高　知　明徳義塾②） 146（70・76）
ö斉藤　　麗（山　梨　駿台甲府③） 147（74・73）
ö照屋　貴之（福　岡　沖 学 園③） 147（71・76）
ö笠原　広規（岡　山　おかやま山陽③） 147（70・77）
ù後藤　太志（兵　庫　滝 川 二②） 148（74・74）
ù芳賀　洋平（埼　玉　埼 玉 栄③） 148（73・75）
ù池田　勇太（千　葉　千葉学芸③） 148（71・77）
ù岡部　大輔（茨　城　鹿島学園①） 148（71・77）
°草瀬　大志（広　島　瀬 戸 内③） 149（75・74）
°石川　元樹（大　阪　大阪桐蔭③） 149（73・76）
°渡邉　優登（千　葉　千葉学芸②） 149（72・77）
°澤田　健一（北海道　尚志学園③） 149（70・79）
°福田　健人（高　知　明徳義塾②） 149（70・79）
¶岩橋　　徹（福　岡　柳　　川③） 150（73・77）
¶篠塚　直彦（茨　城　鹿島学園②） 150（73・77）
¶小林伸太郎（栃　木　佐野日大②） 150（72・78）
©星　　健太（岩　手　花 巻 東③） 151（73・78）
©篠原　貴史（神奈川　横浜商大高③） 151（73・78）
©小山貢志郎（福　岡　柳　　川③） 151（73・78）
©安本　大祐（北海道　尚志学園②） 151（73・78）

◆女子の部

ï横峯さくら
（高　知　明徳義塾③） 142（71・71）
ñ宮里　　藍
（宮　城　東　　北③） 144（73・71）
ó和田委世子
（宮　城　東　　北③） 147（72・75）
ò井芹美保子（熊　本　東海大二③） 148（74・74）
ô青山　加織（熊　本　東海大二③） 149（71・78）
ô中園　美香（宮　崎　宮崎日大③） 149（73・76）
õ本部　智美（東　京　堀　　越②） 150（75・75）
õ藤田　幸希（栃　木　科学技術③） 150（76・74）
õ有村　智恵（宮　城　東　　北①） 150（76・74）
û宅島　美香（岐　阜　美濃加茂②） 151（73・78）
ü吉田弓美子（神奈川　厚 木 北①） 152（75・77）
ü秋山紗恵子（岡　山　おかやま山陽①） 152（75・77）
ü綾田　紘子（東　京　共立女子二①） 152（75・77）
ü竹村　千里（京　都　京都学園①） 152（76・76）
ü上田　桃子（熊　本　東海大二②） 152（76・76）
ü宮本　　唯（愛　知　栄　　徳①） 152（76・76）

女子は横峯さくら（高知・明徳義塾３年）がライバルの宮里藍（宮城・

東北３年）の３連覇を阻止し、初優勝を飾った。通算２アンダーで初日の

首位を守りきり、２位宮里に２打差をつけた。男子は日本アマベスト４の

津曲泰弦（つまがり・たいげん、福岡・柳川２年）が通算２アンダーで初

優勝した。

最終日の前半９番ミドル。打倒宮里に燃える横峯の執念が、ミラクルバ

ーディーを生んだ。３段グリーンの奥のピンに向け、5mの上りのスライ

スラインを読みきり、カップへ沈めた。１組前の宮里に首位に並ばれた直

後の会心打で、流れを決めた。続く10、11番もバーディーを決め、一気に

突き放した。台風10号の影響で断続的に激しい風雨に見舞われる悪条件の

中、低い弾道で攻めきり、３バーディー、２ボギーの71でラウンド。文句

ない内容でライバルに完勝した。「うれしい。藍ちゃんの３連覇を阻止で

きたんだから」と声を弾ませた。

02年の日本ジュニアは１打差で勝ち、03年の日本女子アマは準々決勝で

敗れた。競い合って成長し、ツアー４試合連続予選突破と、宮里と並ぶア

マのトップになった。大会前には、４つ違いの姉留衣が３度目の挑戦でプ

ロテストに合格。「励みになる。姉と最終組でラウンドするのが夢」とプ

ロ入りを見据えていた。

男子は津曲の初優勝で幕を閉じた。４打差11位からの逆転劇だった。

「まさか逆転できるなんて。うれしいとしか言いようがない」。津曲は興奮

気味に話した。最終日前半の３番ロングの第２打を３番ウッドでピン横

1mにつけ、イーグル。これで波に乗った。アンダーパーは２人だけで、

70はこの日のベストスコア。「パーを拾っていくことだけ考えてプレーし

た」と話した。

７月の日本アマで脚光を浴びた。千葉学芸の池田勇太とともにベスト４

入り。準決勝で２位の23歳長谷川に敗れたが「自信がついた」と振り返る。

183�、80㌔と大柄で、ドライバーの飛距離は280�を超える。だが得意は

パターで「あきらめないゴルフが身上」と言い放つ。まさに身上の粘りの

ゴルフで手にした優勝だった。


